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第二回 「海ごみ会議」要約 

 

日 時： 2026 年 7 月 24 日（金）15：00～17：00 

場 所： 高知市市民活動サポートセンター 大会議室 

主 催： 特定非営利活動法人環境の杜こうち、物部川 21世紀の森と水の会 

参加者： 18 名 

 

1. 会議の目的 

• 「小掃除（こそうじ）」の具体化に向けた継続議論 

今年度全 4回の開催を予定している会議の第 2回目として、第 1回で提唱された「大

掃除・中掃除・小掃除」の掃除区分のうち、特に「小掃除（日常のついでに行う掃

除）」を広げるための具体的な仕組みづくりに焦点を当てた。 

 

2. 現状の報告と課題 

• 小掃除による回収効果のデータ共有 

香南市での調査の結果、有志による日常的な小掃除が行われた地点では、ペットボト

ルの回収数が劇的に減少した事例が報告され、小掃除の有効性が示された。 

• 漂着ごみの深刻な実態と偏在 

プラスチックごみは沈降して回収不能になるだけでなく、有害物質を吸着し人体へ影

響するリスクが指摘されている。また、浦戸地区などの特定の地点に大量のごみが溜

まる「偏在」も課題である。 

• 活動継続の妨げとなる要因 

拾ったごみを自宅に持ち帰る負担や、自治体ごとに異なる分別・回収ルール、さらに

土日祝日の受け入れ体制の不備などが、活動継続のハードルとなっている。 

 

3. 提案された「小掃除」の仕組み案 

議論の叩き台として、以下の 2つの案が提示された。 

• 「小掃除キャンペーン（コソウジ君シール）」案 

共通のシールを袋に貼ることで、自治体指定の有料袋でなくても家庭ごみステーショ

ン等で回収可能とする仕組み。 

• 「拠点型小掃除（ごみステーション）」案 

海沿いの「道の駅」などの施設を回収拠点とし、小規模な清掃活動で出たごみを持ち

込めるようにする。不法投棄を防止するため、スタッフによる対応や受付名簿の記入

などの管理体制を想定している。 

 

4. 参加者からの主な意見・アイデア 

（1） 回収ルールとインフラに関する意見 

⚫ 自治体指定袋以外の受け入れは「排出者負担の原則」との整合性が課題となる
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が、海岸を共通資本と捉えれば公的な仕組みとして位置づける余地がある。 

⚫ 行政の回収が平日のみである点や、地域ごとの分別ルールの違いが、市外からの

レジャー客などの参加を難しくしている。 

⚫ 拾ったごみを自宅まで持ち帰る手間や、近隣住民の理解を得る難しさが活動のハ

ードルとなっている。ごみを海岸近くの拠点で回収する仕組みがあれば助かる。 

⚫ 「道の駅」は、もともと「車内のごみを回収する拠点」としての機能を実証実験

としてスタートさせた経緯がある。原点に立ち返れば、道の駅を「海ごみの回収

拠点」にすることは、理にかなった社会インフラの活用である。 

 

（2） モチベーションとインセンティブに関する意見 

⚫ 人を動かすには、ポイント制や地域での割引など、ゲーム性や何らかのご褒美が

あると良い。 

⚫ アプリ（ピリカ等）を活用して活動を記録・共有し、達成感を可視化することも

継続のモチベーションとなり得る。 

⚫ 中掃除に参加した人が、そこで得た気づきや思いを繋げ、その後の日常的な「小

掃除」へと移行できる受け皿としての仕組みができるとよい。 

 

（3） リスク管理に関する意見 

⚫ 回収拠点で有人での対応や名簿管理などの対策を行う場合は、運営側の負担も考

慮する必要がある。 

⚫ 家電やタイヤなど大型の不法投棄物はボランティアでは対応不可能であり、これ

らは行政が業務として処理すべき役割である。 

 

（4） 発生源への意識に関する意見 

⚫ 現在は漁業者の減少等により、ごみによって直接困る人が少なくなっている。そ

れによりプラスチックごみの現状やリスクが見えにくくなる怖さがある。 

⚫ プラスチック被覆肥料のように、農家が意図せず「加害者」になっていることも

ある。清掃活動を通じて現状を知ることが、発生源対策への気づきとなる。 

 

5. 今後の予定 

• 第 3 回会議（10 月予定） 

全国クリーンアップキャンペーンに合わせ、実際の清掃活動との併催を検討する。 

• 試行実施（モニター）の模索 

提示された「シール案」や「拠点案」について、特定の地域や団体で試験的に実施で

きないか、年度内の実現に向けて自治体や関係機関との調整を継続する。 

以上 


